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／
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別
府 

諸
兄

テ
ニ
ス
と
健
康
に
つ
い
て

健
康
寿
命
と
は

　

厚
生
労
働
省
は
、
日
本
の
人
口
構
成
を
幼

年
期
：
０
～
４
歳
、
少
年
期
：
５
～
14
歳
、

青
年
期
：
15
～
24
歳
、
壮
年
期
：
25
～
44

歳
、
中
年
期
：
45
～
64
歳
、
高
年
期
：
65

歳
以
上
の
６
つ
に
区
分
し
て
い
ま
す
。
従
っ

て
、
健
康
寿
命
と
関
わ
り
が
強
く
な
る
高
年

は
65
歳
以
上
と
す
る
の
が
妥
当
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
健
康
寿
命
に
は
個
人
差

が
あ
り
、
暦
年
齢
と
体
力
年
齢
は
必
ず
し
も

一
致
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
高
年
期
は
身
体
機

能
の
退
縮
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
年
代
で
も
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
身
体
に
お
け
る
成
長
・

成
熟
・
退
縮
の
３
つ
の
時
期
の
う
ち
の
退
縮

期
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
加
齢
現
象

で
あ
り
、
徐
々
に
進
行
し
、
生
体
内
す
べ
て

の
器
官
に
見
ら
れ
る
も
の
で
す
。こ
の
結
果
、

高
年
に
は
様
々
な
運
動
機
能
の
低
下
が
引
き

起
こ
さ
れ
ま
す
。

　

健
康
寿
命
（Health life Expectancy

）

と
は
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が

２
０
０
０
年
に
提
唱
し
た
概
念
で
、「
人
が

心
身
と
も
に
健
康
で
自
立
し
て
活
動
し
生
活

で
き
る
期
間
」
の
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
日

本
人
の
健
康
寿
命
は
２
０
１
９
年（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

で
は
男
性
が
72
・
６
歳
、
女
性
が
75
・
５
歳

と
、
世
界
で
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方

平
均
寿
命
は
、
２
０
２
０
年
で
は
男
性
が

81
・
56
歳
、
女
性
が
87
・
71
歳
で
す
。
そ

し
て
、
近
年
の
傾
向
と
し
て
、
平
均
寿
命
の

伸
び
が
健
康
寿
命
の
伸
び
を
上
回
っ
て
い
る

の
で
す
。

加
齢
と
生
活
体
力

　

運
動
機
能
の
基
本
的
要
素
と
し
て
、筋
力
、

持
久
力
、
平
衡
性
、
瞬
発
力
、
敏
捷
性
、
柔

軟
性
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生
理
的
な

も
の
と
し
て
、
呼
吸
機
能
、
循
環
機
能
、
代

謝
機
能
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
が

低
下
す
る
と
人
の
全
身
持
久
力
に
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
超
高
齢

社
会
に
お
い
て
は
、加
齢
的
な
変
化
に
伴
う
、

骨
の
脆
弱
化
（
骨
粗
鬆
症
）、
平
衡
感
覚
・

敏
捷
性
の
低
下
、
筋
力
低
下
と
筋
肉
萎
縮
、

ま
た
筋
・
腱
の
柔
軟
性
の
低
下
に
対
す
る
予

防
と
い
う
概
念
が
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
の
予
防
手
段
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
・

運
動
が
あ
り
ま
す
。

　

整
形
外
科
医
が
担
当
す
る
四
肢
体
幹
の
運

動
器
の
場
合
、
動
か
さ
な
い
で
い
る
と
障
害

が
起
こ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
を
す
る
こ
と

に
よ
り
生
活
体
力
は
改
善
さ
れ
向
上
し
ま

す
。
特
に
、
骨
粗
鬆
症
年
令
の
人
々
は
バ
ラ

ン
ス
力
・
持
久
力
・
瞬
発
力
・
筋
力
が
衰
え
、

体
を
上
手
に
動
か
す
た
め
の
調
整
力
も
低
下

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動

を
日
常
的
に
行
い
、
生
活
体
力
を
向
上
さ
せ

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。同
時
に「
自

分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」「
自
分
の
病
気

は
自
分
で
積
極
的
に
治
す
」
と
い
う
意
識
を

も
ち
、
自
助
努
力
を
す
る
新
し
い
高
齢
者
像

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

英
国
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
誌

２
０
１
７
年
の
報
告

　
「Associations of specific types of 

sports and exercise with all-cause and 
cardiovascular – disease mortality: a 
cohort study of 80306 British adults

」

Oja P, Kelly P, Pedisic Z, et al. Br J 
Sports Med 2017;51:812-817.

　

運
動
の
健
康
面
で
の
効
果
に
つ
い
て
語
る

際
、
テ
ニ
ス
を
真
っ
先
に
あ
げ
る
人
は
ど
の

く
ら
い
い
る
で
し
ょ
う
か
。
テ
ニ
ス
の
試
合

で
は
動
い
た
り
止
ま
っ
た
り
の
繰
り
返
し
の

連
続
で
す
。
同
時
に
、
テ
ニ
ス
の
試
合
で
は

２
ゲ
ー
ム
毎
に
休
息
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
果
た
し
て
、
テ
ニ
ス
は
健
康
に
有
益
で

し
ょ
う
か
？

　

２
０
１
７
年
11
月
、
英
国
ス
ポ
ー
ツ

医
学
会
誌
「British Journal of Sports 

Medicine

」
に
テ
ニ
ス
愛
好
者
に
と
っ
て
興

味
深
い
研
究
報
告
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
研
究
は
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
と

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
が

共
同
で
行
っ
た
も
の
で
、
１
９
９
４
年
～

２
０
０
８
年
に
英
国
で
行
わ
れ
た
11
件
の

全
国
的
な
健
康
調
査
に
よ
り
、
６
つ
の
ス

ポ
ー
ツ
分
野
と
死
亡
リ
ス
ク
と
の
関
係
を
調

べ
た
も
の
で
す
。
６
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
分
野
と

は
、
①
テ
ニ
ス
・
ス
カ
ッ
シ
ュ
・
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
な
ど
の
ラ
ケ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
、
②
ラ
ン

ニ
ン
グ
、
ジ
ョ
ッ
ギ
ン
グ
な
ど
の
走
る
ス

ポ
ー
ツ
、
③
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
④
ス
イ
ミ
ン

グ
、
⑤
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
⑥
サ
ッ
カ
ー
、
ラ

グ
ビ
ー
で
す
。

　

調
査
は
30
歳
以
上
の
８
０
３
０
６
人
の

男
女
（
調
査
開
始
時
の
平
均
年
齢
52
歳
）

を
対
象
に
、
過
去
４
週
間
以
内
に
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
で
ど
れ
だ
け
の
身
体
活
動
を
し
た

か
、
息
を
弾
ま
せ
汗
を
か
く
ほ
ど
の
十
分
な

運
動
を
し
た
か
ど
う
か
な
ど
を
尋
ね
、
普
段

か
ら
行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
と
死
亡
リ
ス
ク

と
の
関
連
を
分
析
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
へ

の
参
加
者
は
平
均
で
９
年
間
追
跡
調
査
さ

れ
、
期
間
中
に
８
７
９
０
人
が
様
々
な
病
気

や
事
故
な
ど
で
死
亡
し
、
１
９
０
９
人
が
心

筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
の
心
臓
血
管
疾
患
で

死
亡
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
運
動
を
し
な
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い
人
に
比
べ
、
全
死
亡
リ
ス
ク
が
低
か
っ
た

の
は
次
の
順
番
で
し
た
。

１
．�
テ
ニ
ス
な
ど
の
ラ
ケ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ（
全

死
亡
リ
ス
ク
が
47
％
減
）

２
．
ス
イ
ミ
ン
グ
（
同
28
％
減
）

３
．
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
（
同
27
％
減
）

４
．
サ
イ
ク
リ
ン
グ
（
同
15
％
減
）

　

ま
た
、
運
動
し
な
い
人
に
比
べ
て
心
臓
血

管
疾
患
の
死
亡
リ
ス
ク
が
低
か
っ
た
の
は
次

の
順
番
で
し
た
。

１
．�

テ
ニ
ス
な
ど
の
ラ
ケ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ

56
％
減

２
．
ス
イ
ミ
ン
グ　

41
％
減

３
．
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ス　

36
％
減

　

こ
の
研
究
の
結
論
と
し
て
、
６
つ
の
ス

ポ
ー
ツ
分
野
の
中
で
長
生
き
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
は
、
テ
ニ
ス
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
の
ラ

ケ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
の
で
す
。

M
ayo C

linic 2018

の
報
告

　
「Various Leisure-Time Physical 

Activities Associated W
ith W

idely 
Divergent Life Expectancies: The 
Copenhagen City Heart Study
Peter Schnohr, et al. M

ayo Clinic 
Proceedings Vol.93, 12, December 2018, 
1775-1785

」

　

こ
の
研
究
の
目
的
は
、
様
々
な
余
暇
の
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
り
得
ら
れ
る
身
体
活
動
が
平
均

余
命
に
ど
の
よ
う
な
異
な
る
影
響
を
与
え
る

か
を
検
討
し
た
も
の
で
す
。Copenhagen 

heart study

は
詳
細
な
Ｑ
＆
Ａ
の
質
問
を

含
ん
だ
、
余
暇
の
異
な
る
ス
ポ
ー
ツ
を
含
ん

だ
前
向
き
の
手
段
コ
ホ
ー
ト
研
究
で
あ
り
ま

す
。

　

様
々
な
条
件
に
該
当
す
る
８
５
７
７
人

（
運
動
し
な
い
座
り
が
ち
な
群
：
１
０
４
２

人
12
％
、
少
な
く
と
も
１
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
：

５
６
７
４
人
66
％
、
そ
の
他
：
１
８
６
１

人
22
％
）
を
１
９
９
１
年
10
月
10
日
か
ら

２
０
１
７
年
３
月
22
日
ま
で
25
年
間
に
わ

た
っ
て
、
経
過
観
察
し
ま
し
た
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
、
社
会
経
済
状
態
、
糖

尿
病
、
心
肺
機
能
自
己
評
価
、
筋
力
自
己
評

価
、健
康
自
己
評
価
、social network

関
連
、

vital exhaustion
、
教
育
歴
な
ど
の
報
告
と

身
長
・
体
重
・
血
圧
測
定
・
心
電
図
・
血
液

検
査
を
施
行
し
ま
し
た
。

　

多
変
量
解
析
し
た
平
均
余
命
は
座
り
が
ち

な
生
活
者
と
比
較
す
る
と
、
テ
ニ
ス
は
９
・

７
年
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
６
・
２
年
、
サ
ッ

カ
ー
４
・
７
年
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
３
・
７
年
、

ス
イ
ミ
ン
グ
３
・
４
年
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
３
・
２

年
、
徒
手
体
操
３
・
１
年
、
ジ
ム
で
の
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
は
１
・
５
年
長
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

結
論
と
し
て
、
対
象
と
し
た
様
々
な
余
暇

の
ス
ポ
ー
ツ
は
全
て
平
均
余
命
の
延
長
に
効

果
的
で
し
た
。
こ
の
結
果
に
は
幅
が
あ
り
、

因
果
関
係
な
の
か
、
単
な
る
関
連
付
け
な
の

か
は
不
明
で
す
。
最
も
良
い
結
果
の
ス
ポ
ー

ツ
は
、
社
会
的
な
相
互
作
用
を
も
つ
テ
ニ
ス

で
し
た
。
今
後
は
様
々
な
余
暇
の
ス
ポ
ー
ツ

の
中
で
、
社
会
的
な
相
互
作
用
の
影
響
に
つ

い
て
さ
ら
に
研
究
が
必
要
で
す
。

　

驚
く
べ
き
こ
と
に
テ
ニ
ス
は
８
つ
の
異
な

る
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
最
長
の
平
均
寿
命
で

し
た
。
一
方
、
最
も
平
均
寿
命
延
伸
が
短

か
っ
た
の
は
ジ
ム
で
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

し
た
。
週
に
お
け
る
全
て
の
運
動
時
間
が

５
９
９
分
／
週
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ

の
効
果
は
一
番
低
か
っ
た
の
で
す
。
こ
の
事

実
は
、
２
名
ま
た
は
数
名
で
ス
ポ
ー
ツ
を
行

う
テ
ニ
ス
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
サ
ッ
カ
ー
は

Social Interaction 

社
会
的
相
互
作
用

を
必
要
と
し
ま
す
。
し
か
し
、ジ
ョ
ギ
ン
グ
・

水
泳
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
ジ
ム
で
の
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
は less Interactive

で
社
会
的

相
互
作
用
が
低
い
の
で
す
。
過
去
の
報
告
か

ら
も
、Social Network

が
低
い
こ
と
、
社

会
的
な
孤
立
が
平
均
寿
命
の
短
縮
の
最
も
強

力
な
因
子
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
テ

ニ
ス
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ダ
ブ
ル
ス
は
通
常

激
し
い
運
動
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
が
、
多
く

の
社
会
的
相
互
作
用
を
伴
い
ま
す
。
ま
た
、

高
度
にSocial Interactive

な
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
定
期
的
な
参
加
は
、運
動
だ
け
で
な
く
、

一
緒
に
遊
ぶSocial Support Group

に
も

な
り
ま
す
。

　

定
期
的
に
会
う
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
こ

と
は
、
サ
ポ
ー
ト
感
・
信
頼
感
・
共
通
性
を

促
進
し
ま
す
。
こ
れ
は
幸
福
感
と
長
期
的
な

健
康
の
改
善
に
貢
献
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。Physical Activity

（
Ｐ
Ａ
）
と

運
動
が
心
理
的
な
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
こ

と
は
、
心
血
管
疾
患
と
死
亡
率
の
関
係
に
て

指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
均
寿
命
延
伸
が
最
小
で
あ
っ
た
ジ
ム
で

の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
よ
り
心

拍
数
が
低
い
こ
と
、
ま
た
固
定
し
た
マ
シ
ー

ン
で
単
独
で
運
動
す
る
傾
向
が
そ
の
原
因
で

あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
大
学
の
学
位
取
得
者
が
行
っ
て
い

る
８
種
類
の
ス
ポ
ー
ツ
の
死
亡
リ
ス
ク
を
比

較
す
る
と
、
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
死
亡
リ

ス
ク
は
最
も
低
く
な
り
ま
し
た
。

テ
ニ
ス
の
効
用

　

２
０
０
９
年
３
月
の
強
化
と
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
専
門
誌
「Journal of Strength 

and Conditioning

」
に
よ
る
と
、
テ
ニ
ス
の

試
合
中
に
１
時
間
に
走
る
距
離
は
、
平
均
年

齢
45
歳
の
上
級
選
手
で
は
平
均
３
６
０
０

ｍ
、
平
均
年
齢
45
歳
の
一
般
的
な
プ
レ
ー

ヤ
ー
は
平
均
３
２
０
０
ｍ
と
し
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
は
小
刻
み
に
、
ま
た
は
瞬
発
力
を
長

時
間
に
わ
た
り
必
要
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
下
肢
筋
力
は
強
化
さ
れ
、
年
齢
を
問
わ

ず
テ
ニ
ス
選
手
は
筋
疲
労
に
耐
え
ら
れ
る
膝

伸
展
・
屈
曲
の
筋
肉
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
テ
ニ
ス
選
手
は
同
年
齢
や
同
じ
性
別
の

正
常
な
基
準
値
と
比
較
す
る
と
高
い
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
レ
ベ
ル
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
前
述
し
た
二
つ
の
長
期
に
わ
た
る

大
規
模
な
要
因
対
照
研
究
の
よ
う
な
調
査
研

究
は
我
が
国
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
２
０
２
１

年
に
著
者
ら
は
本
邦
で
の
高
齢
テ
ニ
ス
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
筋
力
の
評
価
を
行
い
報
告
し
ま

し
た
。

　
「Unique Characteristics of Quadriceps 

Muscle Morphology and Function in Older 
Tennis Players, Journal of Aging and 
Physical Activity Volume 30: 697-704, 
2021. A. Yoshiko and M. Beppu, et al.

」

　

高
齢
の
テ
ニ
ス
選
手
に
お
け
る
大
腿
四

頭
筋
の
大
き
さ
と
量
的
特
徴
を
調
査
し
ま

し
た
。
高
齢
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
38
名

（
70
・
８
±
５
・
３
歳
）
お
よ
び
対
照
者
38

名
（
71
・
６
±
５
・
１
歳
）
を
対
象
と
し
た

も
の
で
す
。
筋
肉
の
大
き
さ
と
質
を
測
定
す

る
た
め
に
、
Ｂ
モ
ー
ド
横
波
超
音
波
を
用
い

て
、
大
腿
直
筋
（
Ｒ
Ｆ
）、
外
側
広
筋
、
中

間
広
筋
の
筋
厚
、
Ｒ
Ｆ
と
外
側
広
筋
の
筋
エ

コ
ー
強
度
を
そ
れ
ぞ
れ
測
定
し
ま
し
た
。
筋

機
能
に
つ
い
て
は
、
膝
伸
展
ピ
ー
ク
ト
ル
ク

を
測
定
し
ま
し
た
。
Ｒ
Ｆ
、
外
側
広
筋
、
中

社会的な相互作用を持つテニスは、平均余命の延長に
最も効果がある
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１
．	
臨
床
検
査
技
師
養
成
所
指
導

	

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し

　

卒
前
教
育
で
は
、
国
民
の
医
療
へ
の
ニ
ー

ズ
の
増
大
と
多
様
化
、
チ
ー
ム
医
療
の
推
進

に
よ
る
業
務
の
拡
大
、
新
た
な
検
査
項
目
の

登
場
、
検
査
機
器
の
高
度
化
な
ど
、
臨
床
検

査
技
師
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る
と
と

も
に
、
求
め
ら
れ
る
役
割
や
知
識
等
も
変
化

し
て
い
る
１
）

こ
と
か
ら
臨
床
検
査
技
師
養

理
事
就
任
の
ご
挨
拶

社
会
福
祉
法
人　
三
井
記
念
病
院　
臨
床
検
査
部　

松
熊 

美
千
代

　

こ
の
度
、
広
報
担
当
理
事
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
松
熊
美
千
代
と
申
し
ま
す
。

東
京
都
支
部
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ご
指
導
の
ほ
ど
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

臨
床
検
査
の
専
門
職
で
あ
る
臨
床
検

査
技
師
の
卒
前
お
よ
び
卒
後
教
育
、
認

定
資
格
等
の
認
知
症
に
関
連
す
る
内
容

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

成
所
指
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
見
直
さ
れ
ま
し

た
。
専
門
基
礎
分
野
の
「
臨
床
検
査
の
基
礎

と
そ
の
疾
病
と
の
関
連
」
の
教
育
内
容
と
し

て
、
認
知
症
の
検
査
等
の
基
礎
を
学
修
す
る

こ
と
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。（
厚
生
労

働
省
告
示
で
定
め
る
科
目
の
協
議
の
審
査
基

準
１
）
よ
り
抜
粋
を
参
照
）

２
．
日
本
臨
床
衛
生
検
査
技
師
会
等

	

の
研
修
会

　

日
本
臨
床
検
査
技
師
会
主
催
の
研
修
会
は

年
４
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

は
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨

年
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
と
現
地
開
催
を
組
み
合

わ
せ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
各
都
道
府
県
の

臨
床
検
査
技
師
会
に
お
い
て
も
、
認
知
症
を

特
集
す
る
研
修
会
が
企
画
お
よ
び
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
養
成
校
教
育
で

は
、
認
知
症
の
知
識
や
認
知
症
に
関
連
す
る

検
査
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
今
後
も
積
極
的
に
研
修
会
等

の
開
催
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

３
．
認
定
認
知
症
領
域
検
査
技
師

	

制
度
２
）

　

日
本
臨
床
衛
生
検
査
技
師
会
が
平
成
26

年
度
に
「
認
定
認
知
症
領
域
検
査
技
師
制

度
」を
創
設
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、

日
本
認
知
症
予
防
学
会
が
取
り
組
ん
で
き

た
「
旧
認
知
症
領
域
検
査
技
師
制
度
」
を
発

展
的
に
継
承
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
11
月

に
第
８
回
認
定
試
験
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

２
０
２
３
年
４
月
現
在
の
認
定
者
は
４
０
１

名
で
す
。

厚生労働省告示で定める科目の協議
の審査基準 1）より抜粋
認知症の検査（病態学）の教科内容
１ 認知症検査の注意事項
（1）検査の注意事項
（2）患者の心理と対応

２ 認知機能の評価尺度
（1）総合的評価尺度
（2）記憶機能の評価尺度
（3）言語機能の評価尺度
（4）視空間認知機能の評価尺度
（5）前頭葉機能の評価尺度

３ 行動・心理症状の評価尺度
（1）総合的評価尺度
（2）行動症状の評価尺度
（3）心理症状の評価尺度

４ 検査結果の解析と評価

間
広
筋
の
筋
厚
は
、
対
照
群
に
比
べ
テ
ニ
ス

プ
レ
ー
ヤ
ー
で
有
意
に
大
き
い
も
の
で
し

た
。
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

に
比
べ
、
Ｒ
Ｆ
の
エ
コ
ー
強
度
が
低
く
、
膝

伸
展
ピ
ー
ク
ト
ル
ク
が
高
い
結
果
が
出
ま
し

た
。
ス
テ
ッ
プ
ワ
イ
ズ
重
回
帰
分
析
で
は
、

エ
コ
ー
強
度
と
筋
厚
が
膝
伸
展
ピ
ー
ク
ト
ル

ク
の
予
測
因
子
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま

し
た
。
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
は
、
筋
肉
の

質
が
高
い
ほ
ど
膝
伸
展
ピ
ー
ク
ト
ル
ク
が
高

く
な
り
ま
す
。
テ
ニ
ス
は
高
齢
者
の
加
齢
に

伴
う
筋
委
縮
を
予
防
し
、
筋
質
を
維
持
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

中
・
高
年
の
ス
ポ
ー
ツ
の
目
的
は
、
①
健

康
維
持
、
②
体
力
・
運
動
機
能
低
下
の
予
防
、

③
生
活
習
慣
病
の
予
防
、④
ス
ト
レ
ス
発
散
・

精
神
的
充
足
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
２
０
１
６

年
３
月
に
「
法
政
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
研

究
」
に
掲
載
さ
れ
た
神
和
住
純
氏
の
報
告
に

よ
る
と
、
団
塊
世
代
の
テ
ニ
ス
愛
好
家
が
何

を
目
的
に
テ
ニ
ス
を
す
る
か
と
い
う
調
査
で

一
番
多
か
っ
た
回
答
は
「
健
康
」
の
た
め
が

86
％
で
し
た
。
こ
れ
は
、「
テ
ニ
ス
＝
健
康

維
持
」
と
い
う
意
識
が
非
常
に
高
い
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
日
本
テ
ニ
ス
協
会
は
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
、競
技
ス
ポ
ー
ツ
、観
る
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
の
テ
ニ
ス
の
振
興
を
そ
の
活
動
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
超
高
齢
社
会
の
到
来
に

よ
る
医
療
費
の
増
加
は
日
本
が
直
面
し
て
い

る
大
問
題
で
す
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
日
本

に
お
い
て
も
ス
ポ
ー
ツ
の
生
活
体
力
面
で
の

効
果
に
関
す
る
本
格
的
な
調
査
の
実
施
も
検

討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

中
・
高
年
に
限
ら
ず
多
く
の
人
々
が
長
く

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
に
環
境
が
向
上

し
、
さ
ら
に
身
体
の
ケ
ア
に
対
す
る
知
識
啓

発
の
環
境
も
整
備
さ
れ
れ
ば
、
日
本
人
の
健

康
寿
命
の
延
び
が
平
均
寿
命
の
延
び
を
上
回

る
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
て
、
わ

が
国
が
ス
ポ
ー
ツ
立
国
と
し
て
、
幸
福
寿
命

の
延
び
が
実
現
す
る
時
代
と
な
る
こ
と
を
、

テ
ニ
ス
を
愛
す
る
整
形
外
科
医
と
し
て
、
ま

た
国
際
テ
ニ
ス
連
盟
医
科
学
委
員
な
ら
び
に

日
本
テ
ニ
ス
協
会
医
事
委
員
会
常
任
委
員
と

し
て
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
邦
に
お
い
て
、
今
後
検
討
す
べ
き
課
題

で
あ
る
と
共
に
、
中
・
高
年
に
限
ら
ず
多
く

の
人
々
が
長
く
テ
ニ
ス
を
楽
し
め
る
よ
う
に

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
確
保
か
ら
身
体
の
ケ
ア
に

対
す
る
知
識
啓
発
の
環
境
が
整
備
さ
れ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
健
康
寿
命
は

幸
福
寿
命
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
で

す
。

「Ｗｅｂ講演会掲載広告」「会報掲載
広告」を募集しています。お問い合わ
せは、日本認知症予防学会東京都支
部事務局まで。

info@tokyoninchishou.jp

※�詳細はホームページを
　ご覧ください。

広 告 募 集
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４
．�

認
知
症
予
防
専
門
臨
床

	
検
査
技
師
制
度

　

本
年
（
令
和
５
年
）
４
月
に
、

認
知
症
予
防
活
動
を
推
進
す
る
臨

床
検
査
技
師
の
育
成
を
目
指
し
、

認
知
症
予
防
専
門
臨
床
検
査
技
師

制
度
を
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
第

12
回
日
本
認
知
症
予
防
学
会
学
術

集
会
に
て
、
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
認
定
に

は
、
日
本
認
知
症
予
防
学
会
会
員

歴
２
年
以
上
で
あ
る
こ
と
、
認
定
認
知
症
領

域
検
査
技
師
制
度
の
認
定
者
で
あ
る
こ
と
、

認
知
症
予
防
専
門
臨
床
検
査
技
師
育
成
セ
ミ

ナ
ー
の
受
講
歴
が
あ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

５
．�

グ
ル
ー
プ
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ア
プ
リ（
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
）「
認
知
症

に
興
味
の
あ
る
臨
床
検
査
技
師

の
集
い
」

　

認
知
症
に
関
す
る
研
修
会
や
資
料
等
の
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
０
２
１

年
３
月
に
、「
認
知
症
に
興
味
の
あ
る
臨
床

検
査
技
師
の
集
い
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
登
録
者
は
１
２
０
名
を
超

え
て
お
り
ま
す
。
投
稿
の
内
容
は
、
研
修
会

や
学
会
の
情
報
、
新
規
薬
剤
、
血
液
バ
イ
オ

マ
ー
カ
ー
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
情
報
交

換
の
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
Ｐ

Ｃ
な
ど
す
べ
て
の
デ
バ
イ
ス
で
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
投
稿
Ｐ
Ｃ
画
面
参
照
）

　

臨
床
検
査
技
師
の
教
育
や
認
定
制
度
、
情

報
交
換
の
場
と
し
て
の
「
認
知
症
に
興
味
の

あ
る
臨
床
検
査
技
師
の
集
い
」
に
つ
い
て
ご

紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
臨
床
検
査
技
師
の
認

知
症
診
療
や
予
防
へ
の
参
画
に
つ
い
て
は
、

道
半
ば
で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
方
の
ご
指
導

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１
）�

臨
床
検
査
技
師
学
校
養
成
所
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
等
改
善
検
討
会
報
告
書　

令
和
２

年
４
月
８
日

２
）�

一
般
社
団
法
人　

日
本
臨
床
衛
生
検
査

技
師
会　

日
臨
技
認
定
セ
ン
タ
ー
資
格

情
報　

認
定
認
知
症
領
域
検
査
技
師

投稿ＰＣ画面

　

２
０
１
９
年
末
か
ら
世
界
中
で
猛
威
を
振

る
っ
た
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
で
し
た
が
、
こ

こ
に
き
て
感
染
者
数
の
減
少
と
、
２
類
か
ら

５
類
へ
の
取
り
扱
い
の
変
更
に
よ
り
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
は
社
会
的
に
は
若
干
落
ち
着
き
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
未
曾
有
の
状
況
下

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
東
京
都
支
部
は
理
事

の
先
生
方
や
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
の
お
力
添
え

を
得
て
着
実
な
前
進
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
支
部
の
歩
み

を
総
括
し
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　

ま
ず
日
本
認
知
症
予
防
学
会
の
３
本
の
柱

に
つ
い
て
再
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
１

つ
目
は
エ
ビ
デ
ン
ス
の
創
出
で
す
。
こ
れ
は

学
会
主
導
の
大
規
模
な
治
験
、
予
防
ツ
ー
ル

の
検
証
、
そ
し
て
予
防
活
動
の
実
践
・
普
及

が
含
ま
れ
ま
す
。
２
つ
目
は
人
材
の
育
成
で

す
。
こ
れ
は
認
知
症
予
防
専
門
士
、
認
定
認

知
症
領
域
検
査
技
師
、認
知
症
予
防
専
門
医
、

認
知
症
予
防
専
門
薬
剤
師
、
認
知
症
予
防
専

門
看
護
師
の
育
成
を
指
し
ま
す
。
そ
し
て
３

つ
目
が
地
域
連
携
の
実
現
で
す
。
多
職
種
が

意
見
交
換
で
き
る
場
の
提
供
や
地
区
別
活
動

（
支
部
活
動
）
が
包
含
さ
れ
ま
す
。
こ
の
３

つ
の
柱
を
基
軸
と
し
て
認
知
症
予
防
学
会
は

職
種
を
超
え
、
予
防
の
観
点
か
ら
の
認
知
症

対
策
を
考
え
、
早
期
発
見
と
治
療
、
そ
し
て

予
防
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

東
京
都
支
部
は
こ
の
よ
う
な
本
部
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
形
で
２
０
１
９
年
８
月
に
発

足
し
ま
し
た
。
そ
の
基
本
理
念
は
、
人
と
し

て
輝
き
続
け
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、

と
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
６
月
18
日

に
政
府
が
提
言
し
た
新
大
綱
を
基
軸
に
、「
誰

も
が
い
く
つ
に
な
っ
て
も
活
躍
で
き
る
生
涯

現
役
社
会
の
実
現
に
向
け
て
全
力
を
尽
く

す
」
こ
と
を
目
標
と
し
、「
共
生
と
連
携
と

予
防　

つ
な
が
ろ
う
！
東
京
」
を
活
動
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
人
と

家
族
の
視
点
を
重
視
し
、
増
大
す
る
社
会
的

コ
ス
ト
の
抑
制
を
勘
案
し
な
が
ら
、
認
知
症

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
東
京
都
支
部
活
動
報
告

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
内
科
学
講
座　
脳
神
経
内
科
教
授

日
本
認
知
症
予
防
学
会
東
京
都
支
部
長

鈴
木 

正
彦

の
発
症
と
進
行
の
抑
制
を
目
指
し
、
認
知
症

の
病
態
機
序
を
解
明
す
る
た
め
シ
ー
ズ
を
収

集
し
、
予
防
・
診
断
・
治
療
法
を
探
索
で
き

る
よ
う
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
老
老
、
認
認
、
独
居
、

経
済
的
困
窮
、
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
対
応
等
の
諸
問
題

を
掘
り
下
げ
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
場
所
で
生
涯
を
全
う
で
き
る
よ
う
、
会

員
一
同
の
英
智
と
実
践
を
も
っ
て
認
知
症
予

防
活
動
を
実
践
し
た
い
と
ス
タ
ッ
フ
一
同
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
具
体
的
な
活

動
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
ま
ず
年
に
１
度
開
催
す
る
都
支
部
主
催

の
学
術
集
会
に
つ
い
て
で
す
。
第
１
回
学
術

集
会
（
つ
な
が
ろ
う
！
東
京
）
は
東
京
大
学

脳
神
経
内
科
准
教
授
岩
田
淳
先
生
に
大
会
長

を
お
願
い
し
、
２
０
２
０
年
２
月
22
日
に

開
催
予
定
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
に
よ
り
延
期
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
２
０
２
１
年
６
月
に
パ
シ
フ
ィ

コ
横
浜
で
の
第
10
回
日
本
認
知
症
予
防
学

会
学
術
集
会
に
組
み
込
む
形
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
第
２
回
学
術
集
会
（
予
防
と
共

生
、
次
の
段
階
へ
）
は
完
全
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
と

な
り
ま
し
た
が
、
２
０
２
２
年
３
月
12
日

に
大
会
長
で
あ
る
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
精

神
神
経
科
教
授
繁
田
雅
弘
先
生
の
多
大
な
る

ご
尽
力
を
も
っ
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
第
３
回
学
術
集
会
（
地
域
の
現
場
か

ら
発
信
す
る
認
知
症
予
防
）
は
副
支
部
長
で

２
０
２
３
年
度
Ｗｅ
ｂ
講
演
会
抄
録
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む
す
び
葉
ク
リ
ニ
ッ
ク
渋
谷
副
院
長
荒
川

千
晶
先
生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、

２
０
２
３
年
３
月
４
日
に
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
Ｗ
ｅ
ｂ
講
演
会
に
つ
い
て
で
す
。
こ

れ
は
年
に
４
回
開
催
さ
れ
、
前
半
が
認
知
症

予
防
専
門
士
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
に
沿
っ
た
講

義
で
、
後
半
が
認
知
症
予
防
に
関
す
る
取
り

組
み
事
例
を
紹
介
す
る
形
式
を
取
っ
て
き
ま

し
た
。
２
０
２
１
年
４
月
17
日
に
第
１
回

の
Ｗ
ｅ
ｂ
講
演
会
を
開
催
し
、
２
０
２
３
年

４
月
の
配
信
で
計
９
回
を
迎
え
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
回
も
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
内
容
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
視
聴
者
か
ら
は
大
変
好

評
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
会
報
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
は
年

４
回
の
季
刊
誌
と
し
て
発
行
し
、
都
支
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
無
料
で
公
開
し
て
い

ま
す
。
２
０
２
３
年
４
月
現
在
計
15
回
の

発
刊
を
数
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
主

要
な
テ
ー
マ
は
、
コ
ロ
ナ
と
認
知
症
、
国
家

戦
略
と
し
て
の
フ
レ
イ
ル
予
防
、
葛
飾
区
に

お
け
る
認
知
症
予
防
へ
の
取
り
組
み
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
疾
患
修
飾
療
法
の
現
況
と

展
望
、
認
知
症
と
の
共
生
、
等
で
い
ず
れ
も

ア
ク
セ
ス
数
が
多
く
、
社
会
の
関
心
度
の
高

さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
連
携
活
動
と
し
て
は
認
知
症
カ
フ
ェ

を
中
央
区
に
て
２
０
２
１
年
度
か
ら
毎
月
開

催
し
、
２
０
２
３
年
３
月
26
日
現
在
で
計

16
回
の
開
催
に
至
っ
て
い
ま
す
。
毎
回
の

テ
ー
マ
は
身
近
な
話
題
が
多
く
、
ま
た
ヨ
ガ

や
脳
ト
レ
、
訪
問
診
療
と
い
っ
た
多
岐
に
わ

た
る
話
題
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
以
上
の
全

て
の
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
ど
な
た
で

も
24
時
間
ア
ク
セ
ス
可
能
で
す
し
、
ま
た

東
京
都
支
部
の
会
員
資
格
も
無
料
で
登
録
で

き
ま
す
の
で
皆
様
の
積
極
的
な
御
参
加
を
お

待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
都
支
部
は
発
足
間
も
な
く
し
て
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
が
、
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
支
援
を

頂
き
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。
東
京
都
か
ら

発
信
で
き
る
認
知
症
予
防
の
た
め
エ
ビ
デ
ン

ス
創
出
、
専
門
医
や
専
門
士
な
ど
の
人
材
育

成
、
多
職
種
協
働
・
地
域
連
携
を
発
展
さ
せ
、

こ
れ
か
ら
も
認
知
症
予
防
の
普
及
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。
一
人
一
人
が
認
知
症
を
良

く
理
解
し
、
認
知
症
と
共
生
で
き
る
社
会
を

実
現
す
べ
く
、
関
係
各
位
の
皆
様
の
協
力
を

頂
き
な
が
ら
、
認
知
症
の
一
次
予
防
か
ら
三

次
予
防
ま
で
全
て
の
段
階
に
お
い
て
高
み
を

目
指
し
て
い
く
所
存
で
す
。
当
学
会
の
専
門

医
、
専
門
士
、
専
門
看
護
師
等
の
資
格
更
新

単
位
が
Ｗ
ｅ
ｂ
講
演
会
な
ど
の
受
講
に
よ
り

付
与
さ
れ
ま
す
し
、
東
京
都
在
住
で
な
く
て

も
入
会
で
き
ま
す
。

　

認
知
症
予
防
に
関
心
を
お
持
ち
の
皆
様
、

是
非
こ
れ
ま
で
の
東
京
都
支
部
活
動
を
ご
評

価
頂
き
、
都
支
部
へ
の
入
会
を
ご
検
討
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１
．
は
じ
め
に

　

歩
数
は
健
康
に
対
し
重
要
な
指
標
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
認
知
症
予
防
の
側
面
で
は
、

歩
行
な
ど
を
含
め
た
有
酸
素
運
動
が
、
脳
の

海
馬
領
域
に
可
塑
的
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
る
Ｂ
Ｄ
Ｎ
Ｆ
（
脳
由
来
神

経
栄
養
因
子
）
や
Ｉ
Ｇ
Ｆ-

１
（
イ
ン
ス
リ

ン
様
成
長
因
子
）
の
脳
内
発
現
を
向
上
さ

せ
る
と
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
も
あ
り
、
１
日
当
た
り
の
歩
数
が

３
０
０
０
歩
未
満
の
方
が
２
０
１
９
年
に
比

べ
現
在
は
１
・
５
倍
程
度
ま
で
増
え
ま
し
た
。

２
．
歩
行
で
得
ら
れ
る
効
果

　

Ｔ
Ｖ
な
ど
で
も
健
康
の
た
め
に
と
に
か
く

歩
き
ま
し
ょ
う
と
啓
蒙
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
歩
く
こ
と
自
体
が
辛
け
れ
ば
や
ら

な
い
・
効
果
が
得
ら
れ
る
十
分
な
時
間
の
実

施
が
難
し
い
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

銀
座
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｅ 

パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー　

菅
原 

利
之

歩
行
機
能
向
上
に
よ
る
認
知
症
予
防
へ
の
繋
が
り

　

特
に
高
齢
者
に
お
い
て
は
、
歩
行
機
能
が

高
ま
れ
ば
一
人
で
の
外
出
に
も
自
信
が
つ

き
、
買
い
物
な
ど
に
も
出
か
け
や
す
く
な
り

活
動
量
が
増
え
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
前
述
し
た
Ｂ
Ｄ
Ｎ
Ｆ
や
Ｉ

Ｇ
Ｆ-

１
を
発
現
さ
せ
る
状
況
が
多
く
作

れ
、
結
果
と
し
て
認
知
症
予
防
に
繋
が
る
良

い
循
環
に
な
る
で
し
ょ
う
。

３
．
歩
行
の
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス

　

不
良
歩
行
の
例
と
し
て
は『
自
由
度
歩
行
』

が
あ
り
、
腰
・
股
関
節
・
膝
・
足
首
が
曲
が
っ

た
状
態
で
の
歩
行
で
、
重
心
も
一
定
に
な
り

重
力
に
よ
る
位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
え
な
い

た
め
身
体
へ
の
負
担
が
増
し
、
長
時
間
歩
行

が
困
難
で
す
。
例
え
ば
、
似
た
よ
う
な
歩
き

方
の
猿
で
す
と
、
40
分
程
度
し
か
持
続
し

て
歩
け
ず
人
間
は
通
常
だ
と
３
～
４
時
間
歩

け
る
よ
う
で
す
。

　

逆
に
良
い
歩
行
は
『
倒
立
振
子
歩
行
』
と

言
い
、
し
っ
か
り
と
地
面
を
蹴
っ
て
進
む
た

め
、
重
心
の
位
置
が
上
下
し
位
置
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
使
え
ス
ム
ー
ズ
な
歩
行
に
な
り
ま

す
。

　

も
う
一
つ
重
要
な
観
点
と
し
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｇ

（Central Pattern Generator

）
が
あ
り
、

こ
れ
は
決
ま
っ
た
運
動
パ
タ
ー
ン
を
生
成
す

る
神
経
回
路
網
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
二
重
課

題
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

歩
行
は
Ｃ
Ｐ
Ｇ
を
駆
動
し
て
無
意
識
で
行

え
る
は
ず
が
、
先
ほ
ど
の
自
由
度
歩
行
に
な

る
と
位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
え
な
い
・
Ｃ
Ｐ

Ｇ
が
上
手
く
駆
動
し
な
い
な
ど
も
あ
り
意
識

的
に
足
を
出
す
た
め
、
疲
労
し
て
二
重
課
題

が
困
難
に
な
り
、
外
出
も
ス
ト
レ
ス
に
な
り

ま
す
。

　

Ｃ
Ｐ
Ｇ
を
駆
動
す
る
た
め
に
重
要
な
末
梢

か
ら
の
感
覚
情
報
と
し
て
、
①
股
関
節
伸
展

（
大
腰
筋
の
伸
張
感
覚
）
②
下
腿
三
頭
筋
腱

の
伸
張
（
Ｉ
ｂ
感
覚
の
入
力
）
③
足
底
荷
重

（
メ
カ
ノ
レ
セ
プ
タ
ー
の
刺
激
）
が
ご
ざ
い

ま
す
。

４
．
誰
で
も
で
き
る
歩
行

　　
改
善
運
動

　

倒
立
振
子
歩
行
と
Ｃ
Ｐ
Ｇ
駆
動
の
た
め

に
、
足
関
節
と
股
関
節
の
動
き
を
重
視
し
た

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
２
点
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

　

図
①
で
す
が
、
仰
向
け
か
ら
股
関
節
伸
展

→
足
関
節
底
屈
の
順
で
連
動
さ
せ
な
が
ら
行

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
股
関
節
と
足
関
節
を

使
っ
て
地
面
を
蹴
る
能
力
が
上
が
る
・
Ｃ
Ｐ

Ｇ
駆
動
条
件
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

次
に
図
②
で
す
が
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
の
動
き

に
踵
上
げ
を
組
み
合
わ
せ
た
３
関
節
の
連
動

２
０
２
３
年
度
Ｗｅ
ｂ
講
演
会
抄
録
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健
康
寿
命
と
平
均
寿
命

　

健
康
寿
命
と
は
、
日
常
的
に
介
護
を
必
要

と
し
な
い
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
期
間

を
さ
す
。
２
０
１
９
年
の
厚
生
労
働
省
の
調

査
に
よ
る
と
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性

81
歳
、
女
性
87
歳
、
健
康
寿
命
は
男
性
で

72
歳
、
女
性
75
歳
で
あ
る
。
平
均
寿
命
と

健
康
寿
命
の
間
に
は
、
女
性
で
12
年
、
男

性
で
９
年
の
差
が
あ
る
た
め
、
健
康
寿
命
を

延
ば
す
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
65
歳
以
上
の
介
護
が
必
要
と
な
っ

た
原
因
（
２
０
１
９
年
厚
生
労
働
省
調
査
）

で
は
、
認
知
症
（
24
％
）、
脳
血
管
疾
患

（
19
％
）、
高
齢
に
よ
る
衰
弱
（
フ
レ
イ
ル
）

（
11
％
）
の
順
に
多
い
。

認
知
症
の
原
因
と
な
る
４
大
疾
患

　

認
知
症
の
原
因
と
な
る
４
大
疾
患
の
主
な

症
状
に
つ
い
て
述
べ
る
。

認
知
症
の
正
し
い
理
解
と
予
防

第
３
回
日
本
認
知
症
予
防
学
会
東
京
都
支
部
学
術
集
会
・
特
別
講
演

１
）
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

　

認
知
症
の
原
因
の
２
／
３
を
占
め
る
。
症

状
が
出
現
す
る
20
年
前
か
ら
脳
に
変
化
（
ア

ミ
ロ
イ
ド
β
の
蓄
積
か
ら
始
ま
り
、
次
に
リ

ン
酸
化
タ
ウ
が
蓄
積
す
る
）
が
始
ま
る
。
海

馬
領
域
の
神
経
細
胞
脱
落
（
脳
萎
縮
）
に
よ

る
記
憶
の
障
害
か
ら
始
ま
る
。

２
）
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症

　

下
記
４
項
目
の
中
核
的
特
徴
の
う
ち
２
項

目
以
上
の
存
在
が
あ
れ
ば
、
ほ
ぼ
確
実
と
診

断
さ
れ
る
。
①
認
知
症
の
変
動
（
ボ
ー
と
し

た
状
態
と
は
っ
き
り
し
た
状
態
を
繰
り
返

す
、注
意
力
低
下
が
目
立
つ
）、②
幻
視
（
人
、

犬
・
猫
、
虫
な
ど
）、
③
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症

状
（
動
作
緩
慢
、
歩
行
障
害
、
転
倒
、
四
肢

の
筋
強
剛
・
ふ
る
え
）、
④
レ
ム
期
睡
眠
行

動
障
害
（
夜
中
に
夢
を
見
て
大
声
、
手
足
を

動
か
す
）。
中
核
的
特
徴
以
外
に
、
抑
う
つ
、

人
物
誤
認
（
配
偶
者
を
「
似
て
い
る
が
別
人
」

と
誤
っ
て
認
識
）、
薬
剤
に
対
す
る
過
敏
性
、

自
律
神
経
症
状
（
起
立
性
低
血
圧
、
便
秘
、

排
尿
障
害
）な
ど
多
彩
な
症
状
が
み
ら
れ
る
。

３
）
血
管
性
認
知
症

　

脳
梗
塞
、
脳
出
血
な
ど
の
脳
血
管
障
害
が

原
因
の
た
め
障
害
部
位
の
神
経
症
状
（
運
動

麻
痺
，
失
語
、
歩
行
障
害
、
嚥
下
障
害
）
が

み
ら
れ
る
。  

前
頭
葉
の
障
害
に
よ
る
意
欲

の
低
下
、
抑
う
つ
、
感
情
失
禁
（
さ
さ
い
な

こ
と
で
泣
く
、
笑
う
）
な
ど
が
目
立
つ
。
高

血
圧
、
糖
尿
病
、
心
疾
患
（
と
く
に
心
房
細

動
）、
過
度
の
飲
酒
、
喫
煙
、
脱
水
が
危
険

因
子
と
な
る
。 

４
）
前
頭
側
頭
型
認
知
症

　

前
頭
葉
や
側
頭
葉
の
萎
縮
が
目
立
ち
、

65
歳
以
下
に
多
い
。
常
同
行
動
（
毎
日
同

じ
行
動
を
繰
り
返
す
）、
脱
抑
制
（
万
引
き
、

道
路
を
逆
走
）、
食
行
動
異
常
（
甘
い
も
の

を
好
む
よ
う
に
な
る
）
が
み
ら
れ
る
。
左
側

頭
葉
の
萎
縮
が
目
立
つ
タ
イ
プ
で
は
言
語
障

害
（
え
ん
ぴ
つ
っ
て
何
で
す
か
？
）
が
特
徴

で
あ
る
。

認
知
症
の
薬
物
以
外
の
治
療

　

東
京
医
科
大
学
病
院
で
は
、
認
知
症
の
早

期
診
断
と
治
療
、
身
体
合
併
症
や
行
動
心
理

症
状
（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
へ
の
対
応
、
認
知
症
治

療
薬
の
臨
床
試
験
を
行
う
一
方
、
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
（
２
０
１
５
年
～
）
と
し

て
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

１
）
認
知
症
介
護
者
教
室
（
２
０
０
５
年
～
）

　

介
護
者
へ
の
教
育
は
、
介
護
う
つ
と
介
護

負
担
感
を
軽
減
し
た
。

２
）
認
知
症
カ
フ
ェ
（
２
０
１
８
年
～
）

　

月
１
回
２
時
間
、
病
院
で
開
催
。
認
知
症

の
人
と
家
族
が
参
加
し
て
多
職
種
の
ス
タ
ッ

フ
と
お
茶
を
飲
む
。
と
き
に
屋
外
活
動
、
ク

青
梅
慶
友
病
院　
診
療
部
長

東
京
医
科
大
学
高
齢
総
合
医
学
分
野　
兼
任
教
授

櫻
井 

博
文

性
の
運
動
で
す
。
両
方
10
～
15

回
を
２
セ
ッ
ト
ほ
ど
行
う
こ
と
を

推
奨
し
ま
す
。

５
．
最
後
に

　

歩
く
準
備
を
し
、
良
い
歩
行
が

出
来
る
こ
と
で
、
活
動
範
囲
と
運

動
量
が
上
が
り
、
認
知
症
予
防
に

少
し
で
も
寄
与
し
て
く
れ
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

※�

本
稿
は
第
９
回
Ｗ
ｅ
ｂ
講
演
会

（
４
月
22
日
～
５
月
28
日
）
の
抄

録
で
す
。

①股関節伸展→足関節底屈運動

②トリプルフレクション→トリプルエクステンション

図①

図②

次回のWeb講演会は、
2023年7月29日（土）公開予定です。

（オンデマンドで30日間開催します）

「軽度認知障害からの進行のリスク」
　三條 伸夫
　東京医科歯科大学大学院脳神経病態学分野
　特任教授

「認知症の方に対して活動（レク）を提供する際の
 ポイント」
　田中 寛之
　�大阪公立大学 大学院リハビリテーション学研究科
　�リハビリテーション学専攻 准教授
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私
に
は
志
、夢
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
元

気
で
楽
し
く
、
健
康
的
に
長
生
き
の
出
来
る

高
齢
社
会
、
地
域
社
会
の
実
現
」。
人
生
を

か
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

そ
し
て
「
誰
も
が
認
知
症
も
予
防
で
き
る
街

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
て
お
り
ま
す
。
１
度
き
り
の
人
生
を
元
気

で
楽
し
く
、
健
康
的
に
過
ご
し
て
頂
く
為
に

エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す

る
脳
活
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

２
０
０
６
年
12
月
、
賛
同
し
た
同
志
と

共
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
き
活
き
元
気
塾
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
現
在
は
認
知
症
予
防
の
出
来

る
人
材
の
育
成
機
関
の
立
ち
上
げ
の
為
に
法

人
変
え
を
進
め
て
お
り
、
法
人
格
を
外
し
て

い
る
時
期
で
あ
り
ま
す
。

　

現
状
、
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
通
り
超
高
齢

社
会
が
進
み
１
０
０
歳
人
口
も
９
万
人
を
超 Ｎ

Ｐ
Ｏ
生
き
活
き
元
気
塾 

代
表　

本
多 

慶
吉

（
認
知
症
予
防
専
門
士
、
健
康
運
動
指
導
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
）

「
誰
も
が
認
知
症
を
予
防
で
き
る

地
域
づ
く
り
」
へ
の
思
い
と
活
動

第
３
回
日
本
認
知
症
予
防
学
会
東
京
都
支
部
学
術
集
会
・一般
演
題

え
、
高
い
平
均
寿
命
を
維
持
し
て
、
65
歳

以
上
は
２
０
２
２
年
に
29
・
１
％
と
過
去
最

高
と
な
り
約
３
割
、
大
体
３
人
に
１
人
に

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴

い
認
知
症
の
患
者
数
も
増
え
続
け
、
現
在
推

計
で
は
５
０
０
万
～
７
０
０
万
人
と
も
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

ラ
ン
セ
ッ
ト
の
危
険
因
子
に
加
え
、
高
齢

に
な
っ
て
か
ら
の
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
足
に
よ
る
脳
の
不
活
性
、
不
活
動

に
よ
る
運
動
不
足
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希

薄
、
な
ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
介
護

負
担
も
増
え
続
け
、
心
身
の
疲
弊
に
よ
る
虐

待
、
無
理
心
中
、
国
の
医
療
費
の
増
大
、
家

計
へ
の
医
療
費
、
介
護
費
用
の
増
大
に
よ
る

負
担
で
、
経
済
的
に
圧
迫
し
て
い
る
家
庭
も

増
え
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
デ
イ
ケ
ア
で
問
題
意
識
を
も
ち
始
め

た
２
０
０
０
年
に
は
予
防
方
法
も
特
に
知
ら

れ
て
お
ら
ず
、
相
談
出
来
る
イ
ン
フ
ラ
が
今

ほ
ど
整
っ
て
は
お
ら
ず
、
予
防
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
も
な
く
予
防
へ
の
意
識
も
ま
だ
薄
い
状

況
。
そ
し
て
、
急
激
に
襲
っ
た
コ
ロ
ナ
に
よ

る
自
粛
で
、
フ
レ
イ
ル
が
加
速
し
て
身
体
機

能
、
認
知
機
能
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
方
が
私

の
教
室
で
も
半
数
以
上
と
な
り
、
教
室
も
開

催
で
き
ず
、
教
室
も
半
分
閉
鎖
と
な
り
ま
し

た
。
浦
上
克
哉
先
生
が
学
会
で
お
っ
し
ゃ
ら

れ
た
ま
さ
に「
コ
ロ
ナ
に
よ
る
自
粛
生
活
は
、

認
知
症
予
防
と
は
真
逆
の
生
活
」
で
す
。
こ

の
様
な
現
状
、
根
本
原
因
に
対
し
て
、
私
は

介
護
予
防
の
中
で
認
知
症
予
防
に
特
化
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
行
動
を
起
こ
そ
う

と
考
え
ま
し
た
。

　

私
が
「
生
き
活
き
元
気
塾
」
の
設
立
を

決
意
し
た
き
っ
か
け
は
、
10
年
ほ
ど
働
い

た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
を
や
め
た
後
、

２
０
０
０
年
に
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
重

度
認
知
症
デ
イ
ケ
ア
で
、
リ
ハ
ビ
リ
ア
シ
ス

タ
ン
ト
と
し
て
実
際
の
認
知
症
高
齢
者
の
介

護
現
場
に
携
わ
っ
た
経
験
か
ら
来
る
も
の
で

し
た
。

　

そ
の
現
場
は
と
て
も
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
も

の
で
し
た
。
認
知
症
の
方
（
旦
那
の
親
）
を

介
護
す
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
家
族
の
中
の

お
嫁
さ
ん
。
週
一
で
夕
方
、
家
庭
に
訪
問
し

お
薬
を
届
け
る
業
務
で
、
あ
る
家
庭
を
訪
問

し
た
時
に
、
ド
ア
か
ら
出
て
く
る
や
い
な
や

私
の
手
を
握
り
締
め
て
開
口
一
番
こ
う
叫
び

ま
し
た
。「
先
生
助
け
て
下
さ
い
！　

ど
う

し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
！　

も

う
助
け
て
下
さ
い
…
」

　

白
衣
を
着
て
い
な
い
私
を
医
者
と
間
違
え

る
ほ
ど
パ
ニ
ク
っ
て
い
る
姿
を
見
た
時
は
、

そ
れ
は
も
う
シ
ョ
ッ
ク
で
と
て
つ
も
な
い
衝

リ
ス
マ
ス
や
夏
祭
り
は
小
児
病
棟
と
合
同
開

催
。

３
）�
認
知
症
ケ
ア
チ
ー
ム
回
診
（
２
０
１
８

年
～
）

　

多
職
種
の
ケ
ア
チ
ー
ム
が
週
１
回
、
認
知

症
の
人
を
病
棟
回
診
し
て
、
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
。

４
）
院
内
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
２
０
１
８
年
～
）

　

入
院
し
て
い
る
認
知
症
高
齢
者
に
対
し
て

週
２
回
１
・
５
時
間
程
度
。
昼
に
活
動
性
を

高
め
る
こ
と
で
夜
間
せ
ん
妄
の
予
防
に
も
役

立
つ
。

認
知
症
を
予
防
す
る
生
活
習
慣

　

高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
な
ど

の
生
活
習
慣
病
は
脳
卒
中
を
引
き
起
こ
し

て
血
管
性
認
知
症
を
も
た
ら

す
。さ
ら
に
生
活
習
慣
病
は
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

の
発
症
や
進
行
の
危
険
因
子

に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
（
２
０
１
９
）
で
は
、
認

知
症
の
予
防
と
し
て
12
の

項
目
を
提
言
し
て
お
り
抜
粋

し
て
示
す
（
表
１
）。

フ
レ
イ
ル
と
は

　

フ
レ
イ
ル
は
加
齢
と
と
も

に
心
身
の
活
力
が
低
下
し
、

生
活
機
能
障
害
、
要
介
護
状

態
、
そ
し
て
死
亡
な
ど
の
危
険
性
が
高
く

な
っ
た
状
態
で
あ
る
。
フ
レ
イ
ル
は
自
立
と

要
介
護
状
態
の
中
間
に
位
置
し
、
適
切
な
介

入
・
支
援
に
よ
り
生
活
機
能
の
維
持
向
上
が

可
能
と
さ
れ
る
。

　

フ
レ
イ
ル
の
診
断
で
はFried(2001)

ら

の
方
法
が
世
界
的
に
使
わ
れ
、
高
齢
期
に
起

こ
り
や
す
い
５
つ
の
特
徴
（
体
重
減
少
、
筋

力
低
下
、
疲
労
感
、
歩
行
速
度
低
下
、
低
活

動
性
）
の
う
ち
３
つ
以
上
該
当
す
る
場
合
を

フ
レ
イ
ル
と
診
断
す
る
。
フ
レ
イ
ル
を
有
す

る
高
齢
者
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
を

発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。

表１　認知症の予防に有望と考えられるもの
　　　（WHOガイドライン2019改変）

⃝2型糖尿病のコントロール
⃝高血圧と高脂血症の改善
⃝望ましい体重の維持
⃝社会交流と知的な活動
⃝運動の習慣
⃝果実と野菜の多い健康的な食生活
⃝良質な睡眠
⃝禁煙

最近の研究では約1/3の認知症患者が予防できると期待
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撃
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
こ
の
問

題
解
決
に
自
分
が
関
わ
ろ
う
！
」
そ
う
強
く

思
い
ま
し
た
。

　

実
際
の
認
知
症
の
患
者
さ
ん
、
疲
弊
逼
迫

し
て
い
る
家
族
の
現
場
を
体
感
し
、
介
護
す

る
側
も
さ
れ
る
側
も
こ
の
よ
う
な
人
を
こ
れ

以
上
増
や
し
て
は
ダ
メ
だ
と
い
う
強
い
念
に

か
ら
れ
、
私
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
と
真
剣

に
考
え
た
の
で
す
。
こ
の
体
験
が
「
生
き
活

き
元
気
塾
」
設
立
へ
の
原
動
力
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
ま
で
学
び
培
っ
て
き
た
健
康
運
動
指
導

（
運
動
、
食
事
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
）
の

経
験
や
体
験
を
生
か
し
て
、「
誰
も
が
認
知

症
を
予
防
で
き
る
社
会
」
を
目
指
す
為
の
独

自
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
、
元
気
な
シ
ニ

ア
層
を
対
象
に
認
知
症
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
起
業
塾
で
賛
同
し
て
頂
い
た
同
志
と

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
元
気
な
う
ち
か
ら
健
康

的
な
身
体
作
り
を
す
れ
ば
、
介
護
さ
れ
る
人

は
減
る
。
そ
し
て
介
護
す
る
人
の
負
担
も
医

療
費
も
減
る
。
そ
う
考
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
６
年
～
２
０
１
８
年
の
３

年
間
で
末
期
ガ
ン
の
母
親
と
認
知
症
の
父
を

ほ
ぼ
独
り
で
介
護
し
、
看
取
っ
た
経
験
も
し

た
事
で
「
誰
か
で
な
く
、
そ
う
い
う
経
験
を

し
た
自
分
が
や
る
ん
だ
」
と
更
に
強
い
主
体

的
な
マ
イ
ン
ド
で
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
２
０
２
０
年
突
然

襲
っ
た
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、
両
親
の
介
護
で
か

な
り
遅
れ
た
活
動
を
更
に
加
速
さ
せ
る
は
ず

が
全
く
で
き
な
く
な
り
、
私
自
身
の
生
活
も

危
う
く
な
り
、
今
ま
で
経
験
し
た
事
の
な
い

危
機
的
状
況
に
陥
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
、

同
業
種
の
方
々
が
廃
業
し
て
い
っ
て
い
る
話

を
耳
に
し
な
が
ら
、
私
は
諦
め
る
事
が
大
嫌

い
な
の
で
ど
う
に
か
対
策
を
立
て
て
継
続
さ

せ
ま
し
た
。

　

生
き
活
き
元
気
塾
で
は
認
知
症
予
防
や
高

齢
者
の
社
会
的
孤
立
を
防
ご
う
と
脳
活
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
為
、「
生
き
活
き
脳

活
倶
楽
部
」
と
い
う
認
知
症
予
防
教
室
を
主

に
健
常
な
シ
ニ
ア
や
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
方
を
対
象
に

各
地
域
に
開
講
、
運
営
、
普
及
活
動
を
し
て

お
り
ま
す
。
紹
介
に
よ
り
各
地
域
の
自
治
会

へ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
協
力
を
求
め
自
治
会
館
や

集
会
所
、
難
し
い
場
合
は
公
民
館
な
ど
を
拠

点
に
教
室
を
最
低
週
１
回
約
90
分
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
制
作
し
た
脳
活
ノ
ー
ト

（
毎
日
の
血
圧
と
一
日
の
出
来
事
を
記
入
）

を
会
員
に
配
布
し
て
毎
度
持
参
頂
き
、
来
た

人
か
ら
確
認
、
最
初
に
血
圧
測
定
、
体
調
を

目
視
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
確
認
。
そ
の
後
ワ
ー

ク
を
開
始
。
主
に
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
ト
レ
、

有
酸
素
、
脳
ト
レ
、
時
々
知
的
脳
活
の
流
れ

で
、『
運
動
＋
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
を

基
本
に
独
自
に
開
発
し
た
身
体
を
使
っ
た
脳

ト
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
（
二
重

課
題
、
デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
）
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
集
団
で
得
ら
れ
る
面
白
さ
、笑
い
、

ふ
れ
合
い
、
感
覚
・
脳
へ
の
刺
激
を
体
験
し

て
頂
き
ま
す
。
お
話
を
し
た
り
休
憩
を
入
れ

た
り
す
る
と
90
分
は
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
新
年
会
、
忘
年
会
、
暑
気

払
い
の
お
食
事
会
、
新
緑
と
紅
葉
の
季
節
に

年
２
回
は
野
外
で
脳
活
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
学
会
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、

エ
ビ
デ
ン
ス
取
得
の
為
、
メ
ン
バ
ー
対
象
に

開
始
前
後
に
Ｔ-

Ｄ
Ａ
Ｓ
検
査
を
実
施
し
て

効
果
を
検
証
し
ま
し
た
。
結
果
、
９
割
が
記

憶
に
関
係
す
る
単
語
再
認
の
ス
コ
ア
が
上
が

り
、
参
加
者
の
ス
コ
ア
が
有
意
義
に
改
善
さ

れ
て
当
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
認
知
症
予
防
に
有
効

な
可
能
性
が
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
よ
り
エ
ビ
デ
ン
ス
の
精
度
を
上
げ

る
事
と
生
き
活
き
脳
活
倶
楽
部
を
全
国
に
普

及
、
運
営
し
て
頂
け
る
人
材
を
育
成
し
て
い

く
事
を
課
題
と
し
て
、
更
に
活
動
に
邁
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

東
京
都
支
部
副
支
部
長
の
荒
川
千
晶
理

事
（
医
療
法
人
社
団
礼
恵
会
む
す
び
葉
ク

リ
ニ
ッ
ク
渋
谷
副
院
長
）
が
、
東
京
都
臨

床
検
査
技
師
会
（
都
臨
技
）
公
衆
衛
生
検

査
研
究
班
の
研
修
会
で
、「
認
知
症
と
は

～
臨
床
検
査
技
師
の
皆
様
に
役
立
つ
知
識

～
」の
テ
ー
マ
で
講
演
を
行
い
ま
し
た（
２

月
８
日
、
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
）。

　

日
本
臨
床
衛
生
検
査
技
師
会
（
日
臨

技
）
は
、
認
知
症
領
域
に
お
け
る
臨
床
検

査
の
普
及
や
実
施
体
制
の
構
築
を
目
的
と

し
て
、
平
成
26
年
度
に
「
認
定
認
知
症

領
域
検
査
技
師
制
度
」
を
創
設
し
て
い
ま

す
。都
臨
技
公
衆
衛
生
検
査
研
究
班
で
は
、

令
和
２
年
２
月
に
「
認
知
症
に
つ
い
て
～

認
知
症
患
者
へ
の
対
応
～
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
主
に
認
知
症
患
者
へ
の
寄
り
添
い

方
や
ケ
ア
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
企
画
し

ま
し
た
が
、
今
回
の
よ
う
な
認
知
症
の
概

要
や
検
査
に
つ
い
て
の
研
修
会
は
、
同
班

と
し
て
は
初
め
て
で
す
。

　

荒
川
理
事
は
、
認
知
症
の
原
因
疾
患
、

中
核
症
状
と
行
動
心
理
症
状
、
治
療
の
目

標
と
薬
剤
選
択
の
考
え
方
、
認
知
症
の
方

の
思
い
に
寄
り
添
っ
た
対
応
な
ど
、
認
知

症
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
に
つ
い
て
約

１
時
間
に
わ
た
り
講
演
し
ま
し
た
。

　

と
く
に
認
知
症
の
鑑
別
診
断
の
流
れ

や
、
診
断
に
有
用
な
検
査
（
血
液
検
査
、

神
経
心
理
検
査
、
脳
脊
髄
液
検
査
）、
有

用
な
画
像
（
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
脳
血
流
Ｓ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｇ
心
筋
シ
ン
チ
、
ダ
ッ

ト
ス
キ
ャ
ン
・
ア
ミ
ロ
イ
ド
Ｐ
Ｅ
Ｔ
）
に

つ
い
て
詳
し
く
紹
介
。

　

ア
ミ
ロ
イ
ド
β
の
脳
内
蓄
積
を
調
べ
る

脳
脊
髄
液
検
査
や
ア
ミ
ロ
イ
ド
Ｐ
Ｅ
Ｔ

は
、
近
年
診
断
精
度
が
高
ま
っ
て
お
り
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に
対
す
る
新

薬
（
レ
カ
ネ
マ
ブ
＝
抗
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
抗

体
薬
）
の
登
場
を
受
け
て
、
投
与
対
象
患

者
の
識
別
に
必
要
な
こ
れ
ら
の
検
査
の
重

要
性
が
増
し
て
い
く
可
能
性
に
つ
い
て
解

説
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
都
臨
技
会
員
１
２
６
人
が
参

加
し
ま
し
た
。「
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」「
認

知
症
に
つ
い
て
の
研
修
会
で
聞
く
機
会
が

多
く
な
い
の
で
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」「
治

療
に
つ
い
て
の
話
も
聞
き
た
い
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
同
班
で
は
今
後
も
認

知
症
に
関
す
る
研
修
会
を
企
画
し
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
す
。◇

　

今
回
の
講
演
は
、
都
臨
技
会
員
で
あ
る

当
支
部
会
員
よ
り
、
事
務
局
に
講
師
紹
介

の
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
実
現
し
た
も

の
で
す
。
今
後
も
ご
依
頼
・
ご
相
談
に
積

極
的
に
お
答
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
関
心
の
あ
る
会
員
、
賛
助
会
員

の
方
は
、
お
気
軽
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

東
京
都
臨
床
検
査
技
師
会
研
修
会
で
、

荒
川
副
支
部
長
が
講
演


